
はじめに

日本においても，あるいはアメリカにおいても，

独立記念日のようなフィリピンに関するイベントが

催されるとき，フィリピンの郷土料理や工芸品の展

示販売などと並んで行われることが多いのが民族ダ

ンスの公演である。なかでも呼び物のひとつとなる

のがバンブー・ダンスと呼ばれることもあるテニク

リンというダンスである。これはフィリピン中部の

ビサヤ地方，レイテ島のダンスで，テニクリンとい

う名前の鳥が農夫の罠をかいくぐりながら飛び回る

姿を模したものと言われる。踊り手は，平行に並べ

られた開閉する二本の長い竹の間を挟まれないよう

に，華麗にかつ目にもとまらぬスピードでステップ

を踏む。

このダンスはとりわけ著名なものではあるが，こ

れはフィリピンで数多く行なわれているダンスのひ

とつにすぎない。そのなかには槍と盾を持った戦士

たちの姿をあらわしたもの，灯したろうそくの入っ

たグラスを手と頭に載せてバランスを取りながら踊

るもの，アヒルの動きをコミカルに表現したもの，

組上げられたベンチの上でアクロバットな動きを見

せるものなどさまざまな踊りを見ることができる。

そこで使われている衣装も，ほとんど腰布だけをま

とって踊られるものやヨーロッパ風のドレスを使う

ものなど多様である。ダンスと切り離せない関係に

ある音楽を生み出す楽器も，ギターなどの弦楽器や

クリンタンと呼ばれる青銅製のゴングを並べた打楽

器など演目によって使い分けられる。

これらは一見なにも共通するものがない舞踊であ

るが，まとめて「フィリピン民族ダンス」と称され

る。そこには多民族多文化社会であるフィリピンを

国民国家として成立させる力が反映されている。本

稿ではこのダンスの歴史とその意義をナショナリズ

ムの振興という観点から見てゆきたい。

１　国民国家と文化

国民国家の形成には，領域内に居住する人々が

「われわれはその国の国民である」という意識，い

わゆるナショナリズムが欠かせない。この意識の創

生には，政治家やエリートなどの活動により高揚さ

せられる「上からの」ナショナリズムの側面がある。

こうした事例は，日本やロシアのようなナショナリ

ズム後発国に見られるものとする考え方もあるが，

フランス革命においても同様の現象が見られたこと

からもわかるようにナショナリズム全般に付随する

ものと考えるべきである（アンダーソン　1997：

Hayes 1928: Chapter 2 and 3）。このような目的でな

される国民化政策はあらゆる分野に及ぶ。戸籍・人

口調査，選挙権や社会福祉に代表される国民に対す

る権利及び義務の付与，国家単位で行なわれる交

通・通信網の整備，教育，国旗と国歌の使用などで

ある（西川　1994：39ページ）。

このなかで重要な意味を持つもののひとつはその

国を表象する文化である。ゲルナーがナショナリズ

ムの本質を「政治的な単位と文化的な単位との一致」

としたことにもあらわれているように（ゲルナー

1993），文化はナショナリズムと密接に関係し，国

民形成において大きな意味を持つ。そのなかには法

律や慣習，宗教，言語，そして芸術芸能などが含ま

れている。これらは「われらの共同体」に独自のイ

メージを提供し，「他の共同体」との接触を通じて

自らの共同体の輪郭を明確にする。文化はその国民

とはどのようなものであるかを規定するものとなる

のである（スミス　1999：60ページ，Nagel 1994:

p.162）。したがってその国民の誇るべき歴史と伝統，

固有性，統一性を表すものとして，文化はその形成
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に重要な役割を果たす（田村　1998）。

ところがこのような国民の統一した文化を提起す

ることが困難な国がある。それは多様な文化を国境

内に内包し，またその過去を輝かしい栄光で満たす

ことができず，自らの「本質」としての文化を提起

することが一筋縄ではいかない国である。フィリピ

ンはその典型的な存在として取り上げられる。フィ

リピンは長期にわたる複数の宗主国による支配によ

って国境を含めその形が創られてきた国である。し

たがってその過去と植民地支配とは切り離せず，

歴史に基礎を置く統一した文化によってナショナ

リズムをあらわすことは難しいとされる（清水

1998）１）。

しかしこのような国においても，一般的に見られ

るような国民統合政策が行われていないわけではな

い。フィリピンの文化のなかで，国民化政策の一翼

を担ったもののひとつが，ここで取り上げる民族ダ

ンスである。このダンスは，単なる一芸能という枠

を越えてフィリピンの文化を代表するもの，そのナ

ショナル・シンボルとしばしばみなされている

（Gilmore 2000: p.26; Weintraub 1995）。ではどのよ

うにしてこのダンスが，「フィリピンのダンス」と

なり，国民形成に資するものとなったのであろうか。

このダンスがナショナルなものとなってゆく過程と

その背景を見ながら，旧植民地という歴史を持つ国

民国家における国民化政策の直面するものを明らか

にしたい。

２　民族ダンスの国民化とその広がり

2．1 ダンスのカテゴリーと前国民国家時代におけ

る意味

フィリピンにおいては，冒頭で述べたように各地

で様々なダンスが行なわれてきた。それらはフィリ

ピンの歴史や社会のなかの位置付けに基づいて次の

五つのカテゴリーに分類されることが多い。すなわ

ち，イスラム教の影響を受けたミンダナオ島及びス

ルー島のダンスである「モスリム（Muslim）」，ル

ソン島北部高地のダンスである「マウンテン

（Mountain）」ないし「コルディリェラ（Cordillera）」，

スペイン・キリスト教文化の影響を受けた都市部の

ダンスである「マリア・クレア（Maria Clara）」，

各地の非キリスト教徒に伝わるダンスである「トラ

イバル（Tribal）」そしてルソン島やビザヤ島の農

民の生活に密着したダンスである「ルーラル

（Rural）」ないし「カントリー（Country）」である。

このカテゴリーのもとにいくつものダンスが含まれ

ている。

それぞれのダンス及びそれに伴う音楽は個々の地

域やグループの生活のなかで生まれ，行なわれてき

たものである。ダンスそのものは，精神的社会的表

現であり，伝統的な表現形式である。なかには，動

物の動きを写し取ったもの，農耕や狩猟，漁業のよ

うな日々の仕事の様子をとり入れたもの，結婚や死

のような人生の節目に行われるもの，戦争の記憶を

とどめるもの，豊作を祝うものなどがあった。人々

の娯楽として，宗教的な意味を持つものとして，あ

るいはコミュニケーションの手段として行なわれる

ことによって，グループの結び付きを維持する社会

的役割を担ってきた。このようなダンスのステップ

や衣装，その意味付けは，娯楽や祝典のような多く

の住民が参加する活動のなかで引き継がれてきたも

のが多い。「伝統的な」ものとされるが，もちろん

環境や人々の考え方による変化を免れてきたわけで

はない（Villaruz 1994: pp.18-45 and 2000b）。

2．2 民族ダンスの創生

したがってこれらのダンスは，フィリピンという

枠組のなかで行なわれていたものではなかった。こ

れらがナショナルなもの，「フィリピンのダンス」

に改編され始めるのは，20世紀初頭にはじまるア

メリカ植民地時代からである２）。フィリピン各地に

おけるダンスの調査が初めて本格的に行われ，知ら

れていないダンスが発掘・記録され，その普及がは

かられた。この作業の進展において重要な役割を果

たしたのが，ジョージ・ボコボとフランシスカ・レ

イエス・アキノである３）。ボコボはフィリピンにお

ける公的教育制度の頂点にある国立フィリピン大学

の教授であり，学長にもなった人物で，フィリピン

の民族ダンスと歌の豊かさを認知し，その子孫への

継承を実現したいと考えていた。というのも，この

「われわれの歌とダンス」の普及と習得が，国民精
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神の高揚のための何よりも勝る手段と考えていたか

らである（Bocobo-Olivar 1972: 111－113）。彼の指

導と支援のもとに，レイエス・アキノは民族ダンス

調査のパイオニア的な役割を果たした。その端緒は，

フィリピン大学の大学院生であった1924年から26

年までの修士論文の作成作業にあった。

ボコボは，さらに1934年，民族ダンス及び歌謡

に関するフィリピン大学学長諮問委員会を設立し

た。その目的はダンスの復興であり，アキノをはじ

めとする７名の研究者がこれに参加した。ボコボの

精神的金銭的支援をもとに，各地でフィールド・ワ

ークを行い，ダンスの形態や音楽，風習などを記録

し，衣装や楽器を収集した。この結果約50種類の

基本的なダンスのステップと約200の民族ダンスが

発掘された（Bocobo-Olivar 1972: 112）。アキノはこ

うした成果を『フィリピン・フォーク・ダンス

（Philippine Folk Dances）』や『フィリピン・ナショ

ナル・ダンス（Philippine National Dances）』など

として出版した。こうした作業に含まれる音楽の採

譜やステップの記号化などにより，それぞれのダン

スは定式化され（Villaruz 2000a），ダンスを広範囲

に統一して普及させる基礎が出来上がったのであ

る。

こうして各地で収集されてきた歌とダンスを実践

し，一般に普及させるために，1937年先述の諮問

委員会はフィリピン大学民族ソング及びダンス・ク

ラブとフィリピン大学ダンス・トルーフ

（University of the Philippines Folk Song and Dance

Club, University of the Philippine Folk Dance

Troupe）を組織する。この組織は，フィリピン大

学関係者に加えて，各地の高校や他大学の関係者，

PTAなどの支援を受けて国内各地で公演を行った。

またダンスや楽器，衣装を記録したり，教員などを

対象に歌やダンスに関する講義を行ったりした

（Generoso-Inigo 1994）。フィリピン大学は，上述の

ような活動の中心となっただけでなく，折に触れて

ダンスの公演がなされたり，ダンスをカリキュラム

に組み込むなど，ダンスの普及の重要な場となっ

た。

こうした活動の延長線上に，ダンスの普及は学校

教育の場からもはかられる。レイエス・アキノの活

動の目的はダンスの保存と振興であったが，当初か

ら民族ダンスを教育に用いることを念頭においてい

た。彼女が教育の場にこのダンスを導入する最も重

要な目的のひとつは，フィリピン人にとって最も人

気のある文化表現としてのダンスからフィリピンと

その文化的伝統について学ばせ，子供たちにフィリ

ピンへの愛国心とナショナリズムを身につけさせる

ことであった（Reyes Aquino 1970: p.3）。

これが具体的にはじまるのは，1939年ボコボが

当時フィリピンの内政をほぼ担っていた独立準備政

府（Commonwealth of the Philippines）に加わると

同時にレイエス・アキノを同政府の教育省に導いて

からである４）。彼女は教育省において民族ダンスを

教育の場に導入する事業を任され，民族ダンス復興

のための活動を公立校において拡大するあらゆる機

会を得る。まず1940年にレイエス・アキノがアド

バイザーとなる教育省民族ソング及びダンスクラブ

（Bureau of Education Folk Song and Dance Club）

が結成される。このクラブのメンバーは公立校の教

員と一部の高校生であり，ダンスに対する関心を高

めるために，各地の学校において週末のダンスのプ

ログラムを始めた。その後まもなく民族ダンスは公

立の学校において体育教育のカリキュラムに取り入

れられるようになり，レイエス・アキノの著作はテ

キストとして用いられるようになった５）。また私立

校のなかにもこの動きに同調するところが現れた。

この結果体育教育の一部として，小学校から大学ま

で多くの学校が，民族ダンスをとり入れるようにな

った（Bocobo-Olivar 1972: pp. 116 and 172-182）６）。

この他彼女は，1949年にフィリピン・フォーク・

ダンス・ソサエティ（Philippine Folk Dance Society）

を設立し，正しい民族ダンスの保持と普及，それに

基づくナショナリズムの高揚をはかっている７）。

こうしたボコボとレイエス・アキノの活動は多く

の人々に刺激を与え，彼らの活動の後を追う形で，

更なる民族ダンスの調査や多くのダンス・グループ

の設立を導いた。現在ではマニラを中心に数多くの

ダンス・グループが活動している（Alejandro 1978

pp.238-249）。調査も引き続き行なわれるとともに，

フィリピンの文化政策において重要な役割を担って

いるフィリピン文化センター（Cultural Center of
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the Philippines）８）や先述のフィリピン・フォー

ク・ダンス・ソサエティなどが主催する民族芸術の

フェスティバルやワークショップによって民族ダン

スのさらなる振興が図られている（Villaruz 1994,

pp.56 and 58）９）。こうして民族ダンスは，フィリピ

ン人としての意識の高揚に資するもの，フィリピン

文化を象徴するものとなってゆくのである

（Alejandro 1978; Gaerlan 1999; Trimillos 1985）。

2．3 海外からの評価の影響

このようなダンスとナショナリズムとの結びつき

を後押ししたのが，外からの，すなわち海外からの

視線であった。民族ダンスは国際的に高い評価をう

けており，このこともその浸透に寄与してきた。民

族ダンスは，駐比米国軍人や外国人観光客に喜ばれ

るアトラクションとして著名なものとなっただけで

なく，1950年代半ば以降海外の博覧会やコンテス

トで入賞したり，多くの国の著名なメディアから好

意的な批評をうけたりしてきた。こうした海外から

の賞賛は，この芸能をフィリピン人としての誇りを

目覚めさせるものにしたのである（Bocobo-Olivar

1972: p.163, Reyes Tolentino 1946: viii）。

レイエス・アキノ自身も海外にしばしば赴いた

が，こうした評価にはいくつかのダンス・カンパニ

ーたちの活動によるところが大きい。とりわけ重要

なのは，マニラに拠点を置くバヤニハン・フィリピ

ン・ダンス・カンパニー（Bayanihan Philippine

Dance Company. 以下バヤニハンと略す。）である。

このグループは，海外で成功した民族ダンス・グル

ープのパイオニアとして，最も著名で影響力も大き

い10）。このダンス・グループも，他の多くのグルー

プがそうであるように，レイエス・アキノの著作や

フィリピン・フォーク・ダンス・ソサエティの活動

などを基礎とした，ダンスの調査・研究，そして実

践を行う大学のプロジェクトを端緒にしている。バ

ヤニハンの場合は，フィリピン女子大学

（Philippine Women’s University）のそれである。こ

のグループが，それまでのダンス・グループから大

きく踏み出した点は，自らも各地で調査・収集した

ダンスを本格的な舞台芸術に改編したことであ

る11）
　

。すなわち各地で長年行われていたダンスをそ

のまま演じるのではなく，ホールでの公演に耐えら

れるように効果的な照明を加え，規模を大きくし，

ダンスの構成に物語性を付与し，音楽や衣装もこれ

に適したもの・わかりやすいものに変更を加えてい

る12）。これが彼らの成功の大きな要因となった。大

学を拠点とした内外の活動を通じて発展を続けたこ

とにより，とりわけ1958年ブリュッセルの国際博

覧会で賞を獲得したことが飛躍のきっかけとなり，

世界各地で公演を行い，さらに高い評価を受け著名

な存在になってゆく。この結果彼らのダンスが実質

的に国内でスタンダードになっただけでなく13），フ

ィリピン政府からも認知され，フィリピン文化を代

表する立場を担って海外公演を行うようになった

（Perez de Guzman 1987）。ラモン・マグサイサイか

ら今日まで歴代の多くの大統領から支持され，先述

のフィリピン文化センターにも活動の場を与えられ

るようになった。さらにその先駆的な功労と国際的

な成功を評価して，近年フィリピン国会は，バヤニ

ハンは「フィリピン・ナショナル・フォーク・ダン

ス・カンパニー（The Philippines National Folk

Dance Company）」であるとの布告を出した。この

ダンス・グループは現在国から資金援助も受けてい

る（Bayanihan Philippine Folk National Dance

Company 2002）。

2．4 海外への波及

上述のような結果民族ダンスは，本来受け継がれ

てきた地域を越えて，フィリピン全体へ普及してい

った。さらにこのダンスはフィリピン文化のシンボ

ルとして，移民を通して海外にも広がっている。フ

ィリピン民族ダンスを行うグループはヨーロッパや

日本，カナダにも見られるが，とりわけ目立つのは

フィリピンからの最大の移民受入国であるアメリカ

においてである14）。アメリカには数多くのアマチュ

アやセミプロないしプロのフィリピン系のダンス・

グループが存在し，冒頭で触れたような様々な機会

に民族ダンスが演じられる。このようなグループが

存在する大きな要因は，アメリカへの移民のなかに，

学校での教育やバヤニハンなどのダンス・カンパニ

ーに関わるなどして，ダンスを習得してきた人々が

含まれているためである。こうした移民のなかには，
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彼らがフィリピンで親しんだダンスを移住先におい

ても継続したい，あるいは継続すべきと考えるもの

がしばしば見られるのである。結果として，渡米後

自らダンス・グループを結成したり，既存のグルー

プに参加するものが出てくる。現在は彼らのような

移民一世だけでなく，アメリカ生まれの子供たちの

なかにも高校や大学のクラブなどでダンスをするも

のが見られる15）。

さらにこうしたダンス普及の背景として，先述し

たようなアメリカにおける民族ダンスに対する高い

評価をあげることができる。バヤニハンを始めとす

るフィリピンのダンス・グループは，フィリピン政

府の文化使節団の一員としての活動も含め，しばし

ばアメリカでツアー公演を行っている。そのなかに

ブロード・ウェーやディズニーランドといった著名

な場所やマジソン・スクエア・ガーデンのような権

威あるホールにおける公演が含まれている。またニ

ューヨーク・タイムズやタイムなどの著名な新聞や

雑誌においても好意的な批評を得てきた。このこと

は，アメリカに住むフィリピン系の人たちに自らの

ルーツを誇りを持ってたたえうるものとさせ，民族

ダンスがアメリカで広まってゆく大きな原動力にな

っている（Lumbera 2000: pp. 263; Posadas 1999:

p.71; Gilmore 2000: p.31）。現にフィリピン系アメリ

カ人の中には，バヤニハンのアメリカ・ツアーを支

援したり，スポンサーとなったりするものも出現し

た。またこうしたツアーの合間にこのカンパニーと

学生たちを中心としたフィリピン系アメリカ人との

ワークショップが開催されることもある。この中で

バヤニハンの振付師やダンサーは学生たちにダンス

の見本を提示したり，それぞれのダンスの歴史やダ

ンスに含まれる動きの意味を教えたり，ステップな

どのテクニックについて指導したりしている。これ

はダンスをバヤニハンから学びたい学生側と自らの

ダンスを正確に広めたいバヤニハン側の双方の希望

に合致するものである。バヤニハンにとっては，フ

ィリピン文化に対してより高い評価と自覚を若いフ

ィリピン系アメリカ人たちに持ってもらうこともそ

の目的の一つである16）。

３　民族ダンス形成の時代背景：アメリカ

植民地支配の影響と独立準備政府

これまで述べてきたように，フィリピンの民族ダ

ンスは，国民ダンスとしての性格を1920年代以降

強めてきた。その基点となったボコボやレイエス・

アキノらの活動の時代背景を，ここで確認しておき

たい。そこにはまず当時のアメリカによる植民地支

配の影響があった。アメリカによるフィリピンの支

配は，1898年のパリ条約に基づくスペインからの

領有権の取得，ないし1902年のフィリピン革命の

制圧によりはじまり，日本による占領期（1942年

から45年まで）を挟んで，1946年まで続く。この

間アメリカの影響は，政治・経済・社会のあらゆる

面に及ぶようになるが，文化についても同様である。

これはアメリカからの物資や情報の流入と供に，英

語に代表されるアメリカ式教育の導入によるところ

が大きい（渋谷　2001：103ページ）。1920年代は

このアメリカ文化がフィリピンの社会に浸透し，そ

の影響が顕在化してきた時期である（ホアキン

1990）。

このようななか，ダンスに関してもアメリカ支配

の影響が及び，タンゴやサンバ，マンボなどのカリ

ブ系のダンスや各種のバレー，ボードビル・ダンス，

社交ダンス，モダン・ダンスが流入し，これらを行

うフィリピン人やダンス・グループも増加した

（Villaruz 1994:46-59）。そのために，1920年代当時

はアメリカ化の進展のなかで民族ダンスに一般の関

心は注がれることはなく，資料もほとんど残されて

なかった。地方においては高齢者しか行なわれなく

なったものもあった。この結果レイエス・アキノら

には植民地支配のもとで宗主国アメリカの文化的影

響が，フィリピンを代表する文化であるダンスを極

度に変形させ，最終的に消滅させるのではないかと

いう危機意識がうまれたのである（Bocobo-Olivar

1972: p.117, Cultural Center of the Philippines and

National Commission for Culture and the Arts 1998:

p.39）17）。

時代背景としてもうひとつ指摘しなければならな

いことは，この時期は1934年のフィリピン独立準

備政府の成立に象徴されるように，フィリピンの国

－69－

民族ダンスの創造と国民国家フィリピンの形成（木下）



民国家としての創生期にあたることである。独立準

備政府は，アメリカ政府の管理のもと国民国家とし

ての体裁を整える役割を担っていた18）。そこで目指

されたのは例えば，国会議員や大統領の選出システ

ムの構築を含めた国民的政治・経済空間の形成であ

り（中野　2002：145－147ページ），文化について

もとりわけ重要な言語について，タガログ語を基礎

とした共通の「国語」の発展と普及がはかられるこ

とになった（渋谷　2001：103－104ページ）。民族

ダンスの形成も，このように進展する国民国家化の

流れのなかにあった。レイエス・アキノらの作業は，

この独立準備政府の創設に刺激を大いに受け，また

一方で独立準備政府発足式典などで披露されたフィ

リピン大学の学生たちによるダンス・パフォーマン

スは，多くの聴衆に彼ら自身の芸術表現に誇りを持

たせることになった（Cultural Center of the

Philippines and National Commission for Culture and

the Arts 1998: p.42）。こうした時期，「フィリピン」

を目に見えるものとして提供することは国民国家形

成に重要な意味を持つことになったと考えられる。

４　国民を形作るものとしてのダンス

この民族ダンスとフィリピン・ナショナリズムの

関係をさらに見てみると，空間と時間の二つの点で

その重要性を指摘することができる。

4．1 空間：国境内における統合

ひとつはフィリピンという国境内における空間に

おいて，様々な地域から集められたダンスが「フィ

リピンのダンス」としてまとめられていることであ

る。フィリピンは，約7100の島から構成され，文

化的・言語的に区分される100以上の民族から成り

立っているとされる。すなわち国境の内部に囲いこ

んだ人々をフィリピン国民という文化共同体として

内発的に充填してゆくような，ナショナリズム発揚

のための文化資本を欠いている（清水　1998：

p.160）。このような「多様で異質な人々」からなる

国家，すなわち全体が共有すべきホーリスティクな

民族（国民）文化が欠如している国家においては，

伝統的な諸制度や習慣，儀礼，工芸，芸術など具象

的なものが，国民統合政策の上で無視しえない存在

となりうる（吉野　1997，90－98ページ）。ダンス

は個人やコミュニティにとって重要な場面で登場す

るフィリピンでは一般的な芸術であり，国家ないし

国民を表す具象的なものとして国民化政策に使用さ

れたのである。

地域ごとに異なるダンスをフィリピンのものと認

識させるために行なわれたのが，各地固有のダンス

を他の地域の人々にも身近なものとすることであ

る。先述したように，全国的な調査によるダンスの

記録，これに基づく学校での教育やダンスグループ

の公演，ワークショップなどがこのために行なわれ

た。フィリピン各地のダンスをフィリピン全域に普

及することができれば，統一した文化意識を形成さ

せ，国民形成に寄与することになる（Tiongson

1989）。このことを念頭に置くと，この芸能が言葉

に頼らない文化形態であるが故に言語の上で多様な

人々を結び付け得ることも，国民の文化としてダン

スが重要視された要因のひとつであると考えられる

（Orosa- Goquingco 1980: Preface）。

4．2 時間：国民史の創造

この民族ダンスの重要性は，時間という観点から，

すなわち歴史の点からも指摘することができる。歴

史における国民化政策は，これまでの出来事を国民

国家の枠組で編み上げ，自らの国家が永続的な存在

であり，その国民であることが運命であることを実

証することである。このことは文化に関してもいう

ことができる。文化が国民史の形成に寄与するのは，

それが長い伝統を持った存在とされ，国民ないし民

族への帰属意識を確立する場合である（ホブスボウ

ム・レンジャー　1992，序章）。歴史がこうした役

割を果たすためには，「忘却」と「創造」が不可欠

である。というのも国境に区分された国家の形成も，

国民の出現も近代に入って以降と考えられ，かつて

はそのような枠組よらない組織や国，あるいはグル

ープ間の対立や戦争が存在していたからである（ル

ナン　1997：43－49ページ）。

フィリピンの場合はこれが非常に困難である。と

いうのは前節で述べたフィリピンの文化の多様性

は，歴史的に様々な文化が外から流入し，それが不
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均等に積み重なることで形成されてきたからであ

る。現在の国境に囲まれた国家としてのフィリピン

の基礎が生まれたのは，1565年以降300年以上に及

ぶスペインの植民地支配による。しかしそれ以前に

も人々の生活があり，文化が存在した19）。その主な

ものは，個々の地域やグループごとに多様性を持っ

て形成されていたマレー文化と14世紀から浸透し

てきたイスラム文化である（カシニョ　1990）。植

民統治開始とともにスペイン・キリスト教文化が流

入し，1898年に統治権がアメリカに委譲されて以

降はアメリカ文化の影響を強く受けるようになって

いる20）。このような歴史を念頭に置くと，この面か

ら見ても国民文化を構築することは容易ではないこ

とがわかる。しかも上述のような歴史的な変化とそ

の衝撃は地域によって多様であった。例えばスペイ

ンの支配はフィリピン全土に及んだわけではなく，

高地や南部などには征服されなかった地域があり，

ぞれぞれの文化に直接スペイン文化の影響は及ばな

かった（スコット　1990）。

民族ダンスは伝統的なものとして，この多様な文

化の歴史を「フィリピンのもの」としてまとめる役

割を果たしている。実際このダンスにはアメリカ文

化以外のさまざまな文化的背景を持つものが含まれ

ている。レイエス・アキノはこの点に関して，とり

わけスペインなどを起源とするヨーロッパのダンス

をフィリピンの伝統的民族ダンスと規定することに

ついて，「われわれの祖先は，これらのダンスを非

常に長い間踊ってきており，われわれ自身の解釈や

手法，表現を加えてきた。したがってこれらのダン

スは伝統的なフィリピンのものとなった」とする

（Reyes Tolentino 1946: viii）。この認識の背景に，キ

リスト教に代表されるスペイン支配の影響がフィリ

ピン社会に浸透し，国民形成においても無視し得な

いことに加え（池端　1994：321－327ページ），非

常に強い影響力をもつアメリカ文化の存在がある。

アメリカの支配は新たなダンスのスタイルをフィリ

ピンにもたらし広めることになったが，それらは民

族ダンスに含まれず，これまでのものと対照的な存

在として意識された。これは民族ダンス形成作業が

開始されるわずか20数年前に始まったアメリカ文

化の流入が，逆にそれ以前の様々な文化をフィリピ

ンの伝統的なものと捉えさせる役割を果たしたため

と考えられる。前章で述べたようにレイエス・アキ

ノらの活動動機のひとつが当時顕在化してきたアメ

リカ文化の影響に対する危機感であった。

これまでの議論から，このダンスはナショナリズ

ムを高揚させる上で，空間と時間の二つの点で重要

な意味を持つことがわかる。

4．3 モスリム地域とダンス

上記の二つの点における国民形成とダンスとの関

係をここでは，モスリム地域に限定してさらに見て

ゆきたい。というのもキリスト教徒が大部分を占め

るフィリピンにおいて，彼らは「異質な」存在であ

るとされ，国民統合における一つの焦点となってき

たからである。

4．3．1 モスリムのダンス

モスリムのダンスとして含まれるものには，槍や

矢などを使って戦いの様子をあらわすランカ・スィ

ラット（Lanka-Silat），男たちの肩に担がれた二本

の竹の上でバランスを保ちながら踊るビンタ

（Vinta），漁業の様子をあらわしたタウティ（Tauti）

などがある（Urtula 1987: pp.122-123，Alejandro and

Santos-Gana 2002: 84-107）。なかでも著名なのは，

スィンキル（Singkil）である。このダンスはもとも

と単に王妃役一人による踊りとして記録されていた

ものであったが（Bureau of Public Schools 1966:

pp.157-161），バヤニハンは，王子が苦難を乗り越え

て王妃を救い出し結ばれるさまを，多くの踊り手に

よって描くものに演出した（Urtula 1987: p.118）。

現在はこのバヤニハンのものを基礎としたものが，

公演などでは一般的になっている。モスリムのダン

スには他にもさまざまなものがあるが，この背景に

彼らがそもそも同じイスラム教徒といっても言語な

どにより10以上の集団に分類される多様な存在で

あることが反映されている。

4．3．2 フィリピンにおけるモスリム

以上のようなダンスを受け継ぐモスリムである

が，フィリピンの社会においては全人口の数パーセ

ントにすぎず，マイノリティとして位置付けられる
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存在である。現在モスリムの居住地の中心は，フィ

リピンの南端に位置するミンダナオ島南部及びスル

ー諸島周辺である。フィリピンにおいてモスリムた

ちはモロとも呼ばれてきた。これはこの地の植民地

支配を始めたスペイン人たちの命名による。スペイ

ンがフィリピン進出に着手した16世紀後半には，

モスリムの影響力はフィリピン北部にまで及び始め

ていた。しかしスペインの影響力が拡大すると供に，

モスリムたちは南部へ後退する。しかしスペインの

300年に及ぶ植民地支配によっても，彼らをその勢

力圏に治める試みは成功しなかった。このモロ戦争

と呼ばれる過程には，キリスト教を受け入れたフィ

リピンの人々も関与したため，キリスト教社会とモ

スリムとの間に深い溝を残すことになった。

スペインから領有権を引き取ったアメリカは統合

政策を推し進め一応モスリムたちを支配下に収めた

が，その後の独立後もまたこのモスリムたちとの関

係は，マニラの中央政府にとって課題でありつづけ

た。とりわけ1960年代後半から分離独立運動が激

化した。これはモスリム居住地域への入植政策の推

進が引き起こした摩擦が主な要因である。72年か

ら政府軍とモロ民族解放戦線を結成したモスリムた

ちとは軍事的対立へといたる。ここにさらにサウジ

アラビアやリビアのようなイスラム諸国がモスリム

側に荷担することで紛争は国際問題化することにな

った。70年代後半以降和平を求める動きが始まり，

90年代にはモスリムたちの自治区が設定されるよ

うになるなど，安定化に向かう面もある一方，モス

リム地域の社会的状況は改善されず，過激派の抵抗

運動も収まっていない（池端　1991）。

4．3．3 モスリム・ダンスの国民統合における意義

「モスリム・ダンス」は民族ダンスの主要カテゴ

リーとして認知され，スィンキルは，冒頭で触れた

テニクリンとともにフィリピン民族ダンス全体のな

かでも最も著名なもののひとつとして，多くのグル

ープによって踊られている（Alejandro and Santos-

Gana 2002: pp.105-106）。このことは先に述べた歴史

的な背景を鑑みる時，国民国家形成にとって無視で

きないものがあるといえる。この地域のダンスをフ

ィリピンの国民文化の象徴として組み込むことは，

彼らを文化の上で包摂・統合することになるからで

ある。

このことは対外的にも意味を持つ。というのも民

族ダンスは，海外でも国民国家フィリピンを代表す

るものとして取り扱われ，フィリピンとは何かを外

に向けて発信するものとなっているからである。現

にバヤニハンをはじめとする著名なダンス・グルー

プが海外公演を毎年のように行っている。上述のよ

うなことから，このダンスの海外公演は，フィリピ

ンの国民的伝統芸能にモスリムの地域の文化が重要

な部分として含まれていることを示す。すなわちミ

ンダナオやスルーといった地域がフィリピンの一部

であることを体現するものとなっている。モスリム

たちの分離独立運動を沈静化させる試みが完全には

成功しないなかで，世界各国での民族ダンスの公演，

ことに彼らに影響力があるとされる中東やアジアの

イスラム諸国における公演は統合政策を進める上で

意味があったと考えられる（Gaerlan 1999）21）。

さらにこのことは，国民文化の存在を歴史上から

形成するうえでも重要である。これはフィリピンの

歴史の一部にモスリムたちを位置付けるということ

だけではない。民族ダンスが様々な文化が交じり合

って形成されているものでありながら，「われわれ

自身の解釈や手法，表現」としてその伝統性が担保

されるのは，このダンスのなかにフィリピン固有な

もの，純粋なフィリピン文化の本質が残されている

とされるからである（Tiongson 1989）。それを明示

するのが，山岳地帯とともに居住地域がスペインや

アメリカに直接支配されなかった，ないしその影響

が薄かったと解釈されているモスリムたちのダンス

の存在である（Orosa- Goquingco 1980: p.28）。この

「土着性」ないし「固有性」は国民・民族の文化を

肯定的に表すものとして欠かせない要素である。国

土の大部分が長期にわたる植民地支配のもとにおか

れたフィリピンの人々にとって，その歴史を克服す

る上でスペイン人到来以前の独自の輝かしい豊かな

文化の存在はとりわけ不可欠なものとなる

（Strobel 1996: pp. 38-40: Tiongson 1989）22）。
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4．3．4 ダンスの国民統合における成果

このダンスが人々のナショナリズムにどのような

影響を実際に与えたのだろうか。このモスリム地域

に関していえば国民統合とは，モスリムたちが自ら

をフィリピンの一員であることを受け入れ，キリス

ト教徒たちがモスリムたちをフィリピン人同朋とみ

なすということを意味する。様々な政策が国民化と

関わるなかで，ダンスによる影響だけを取り出すの

は困難である。ここではこの前提のもとで一定の示

唆を与えるにとどめたい。

現在も急進的なイスラム教徒たちの分離運動が終

息しないことからもわかるように，キリスト教徒た

ちを同胞とするフィリピンの一部であることをモス

リムたちに意識させるという点では，ダンスをその

一部とするフィリピンの国民化策はいまだ完全には

成功していないといえる。しかしモスリムをフィリ

ピンの一部とキリスト教徒に認知させるという試み

においては，ある程度成功したということができる

のではないだろうか。モスリムをフィリピンと位置

付けることは，歴史的に見てもキリスト教徒にとっ

て自明なことではなかった。モロ戦争を経てキリス

ト教徒側には，モスリムに対する不信や偏見が強く

存在したからである。しかしダンスに関しては，フ

ィリピン民族ダンスのなかに受け入れられ，しかも

バヤニハンに見られるようにクライマックスとして

演じられることも珍しくない。今やモスリムのパー

トはフィリピンの国民文化のシンボルである民族ダ

ンスにとって欠かせない一部となっている23）。しか

しこれもモスリムたちの文化が完全に分け隔てなく

受け入れられているということを意味するわけでは

ない。バヤニハンの製作したモスリムパートのビデ

オCDに付属するブックレットには，このダンスが

最も「エキゾチックな（exotic）」ダンスであると

の解説を付している24）。この言葉には「魅力的な」

という意味がある。しかしその魅力は「外来の」あ

るいは「もともと地元のものではない」という性格

を含んだ上で感じられるのである（Simpson and

Weiner 1989）。ここにもフィリピンにおけるキリス

ト教徒とモスリムとの関係の微妙さがやはり見て取

れる。

おわりに

フィリピンは多民族多言語国家として，また複数

の国による植民地支配を受けたという歴史によっ

て，その国民国家化が困難な国である。こうした国

においてここで取り上げた民族ダンスは国民国家フ

ィリピンを表象する役割を担うようになっている。

こうした位置付けは，偶然に生まれたものではない。

というのもこのダンスの普及は，当初からフィリピ

ンへのナショナリズムと結び付いており，国民統合

政策のなかで利用されてきたからである。各地域の

ダンスがフィリピンのダンスとされるようになって

から，これまで述べてきたようにまだ100年も経て

いない。このダンスがナショナルなものとなる過程

において，フィリピン各地で調査が行なわれ，それ

ぞれのダンスが定型化され，公的教育機関などによ

って普及がはかられてきた。このダンスが国民のダ

ンスとなるなかで，空間的に見ても，歴史的に見て

も統一性の薄い芸術が「フィリピン」という枠組で

語られるようになった。多様な地域のダンスがひと

つのプログラムとして演じられるバヤニハンの公演

は，多民族からなるひとつの国民国家としてのフィ

リピンをイメージさせる。抽象的な概念である国家

ないし国民を知覚できるものとしてあらわすこと

は，重要な国民化政策のひとつであるが，フィリピ

ンにおいてダンスは，その独自性を表現する具体的

なものとして位置付けられるようになったのであ

る。そのなかで言葉に依存することのほとんどない

芸術故に，このダンスがフィリピンで果たしえた役

割があった事も忘れることは出来ない。

しかしフィリピンの歴史的社会的背景が国民国家

化にもたらす影響が消滅したわけではない。レイエ

ス・アキノらの活動はフィリピンの国民国家形成期

に始まったが，現在も国民統合はフィリピン政府の

課題であることに変わりはない。このことは民族ダ

ンスについても，これを行う人々やグループが増え，

普及が進んでいるように見えるものの，同様のこと

がいえる。何が「フィリピン」の民族ダンスなのか，

という根本的な問いは，レイエス・アキノの作業以

降もやむことがないようである。一方で西洋を起源

とするものをフィリピンのものとすることについて
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の違和感のようなものが残る。他方でアメリカ文化

などによるフィリピン社会における変化は様々なか

たちでダンスの世界にも及んでいる25）。こうした状

況をどう分析するのか。例えばダンス普及に重要な

役割を果たしている教育の問題などと絡めてさらに

検討してゆく必要があるであろう26）。

注

１）したがって清水によれば，フィリピンのナショナ
リズムは，過去に回帰するよりも未来を渇望するか
たちで表れるとする（清水　1998）。

２）ダンスの記録そのものは，マゼラン一行の1521年
の来比以来，海外の宣教師や科学者などによるもの
が残されている（Orosa- Goquingco 1980: p.30）。

３）レイエス・アキノは再婚後の性別である。1939年
に死別した先夫との婚姻時にはレイエス・トレンテ
ィノと名乗っていた。

４）彼女は1947年まで体育教育のスーパーバイザーと
して勤務する。この間も勤務の合間に大学などの場
でダンスの指導を行った。もっとも日本がフィリピ
ンを支配した1941年から45年まで，レイエス・アキ
ノは自由に活動することはできなかった。彼女の集
めたダンスについての資料，書物，記録，写真，衣
装，楽器は，日本人によって破壊されたと彼女が報
告している（Reyes Tolentino 1946: iv）。その後1955
年にも体育教育の責任者代理に任命されている。こ
うした活動が評価され，1973年には彼女はダンス分
野のナショナル・アーティストの称号を得る。

５）教育省がフィリピン文化（民族ダンスと歌）の保
護と普及のために作成した出版物（Bureau of Public
school 1966）においてもレイエス・アキノは重要な
役割を果たしている。

６）体育教育の一部としてこのダンスは教えられるが，
体育教師を養成するための諸大学のコースにも民族
ダンスが含まれるようになった（Bocobo-Olivar 1972:
pp.182-195）。

７）このソサエティは全国に支部を置き，各地の民族
を招いてダンスを披露してもらうフェスティバルを
教育省との協力の下催したり，教員がダンスに関す
る知識を深めるための教室を開いたりした。また学
校に拠点を置くダンス・グループが演じる場を設け
たり，外国人に対してダンスのデモンストレーショ
ンや指導を施したりしている。（Cultural Center of
the Philippines and National Commission for culture
and the arts 1998: pp.39-49）。

８）フィリピン文化センターは，現在1992年に設立さ
れた国立文化芸術委員会（The National Commission
for Culture and the Arts）に付属している。この委員
会は民族ダンスをはじめとするフィリピンの文化芸
術振興策の体系化効率化のために，関係機関の調整
及び政策作成を行う組織である。

９）フィリピン・フォーク・ダンス・ソサエティの活
動は一時期目立たないものとなったが，1975年から
ダンスに関するワークショップを主催するようにな
り，1990年にはその参加者は700人近くに及んでいる
（Tiongson 1994: p.228）。
10）この他の海外で成功を収めたグループとしては，
バランガイ・フォーク・ダンス・トルーフ
（Barangay Folk Dance Troupe）やファー・イースタ
ン・ユニバーシティ・ダンス・グループ（F a r
Eastern University Dance Group）などがある。

11）バヤニハンのエグゼクティブ・ディレクターのス
ージー・ベニテスとのインタビュー（2002年８月29
日）による。彼女はバヤニハンの創設者ヘレナ・ベ
ニテスの姪にあたる。

12）フィリピン大学教授であるニカーノ・ジョンソン
は，こうした点に加えてバヤニハンの新規性はさま
ざまな地域のダンスをまとめてひとつの劇場用プロ
グラムを作り出したことにあるという（2002年９月
５日のインタビューによる。）。ジョンソンもいうよ
うに，このグループが野放図に変更を加えているわ
けではない。バヤニハンのダンス・ディレクターに
よると，そのダンスのオリジナリティを維持するた
めにどのような変更が許されるのかは，ダンスに関
連する地域のリーダーや文化人類学者などの意見の
もとに判断しているという（Urtula 1987: p.119）。

13）このグループの国内活動としてはダンスの保存と
普及を目的に，トレーニング・プログラムやワーク
ショップを設けたり，他のダンス・グループや関連
機関，少数民族と提携関係を結んで相互の交流を図
ったりしている。また大学などの芸術課程に民族ダ
ンスを採用するための教育・文化・スポーツ省との
共同プログラムにも尽力した。このような活動及び
この組織の元ダンサーたちが自らのダンス・グルー
プをしばしば立ち上げていったことも，バヤニハン
のダンスが一般的なものとなっていったひとつの要
因である。

14）海外におけるダンス・グループについては，
Alejandro 1978 pp.239-240を参照。

15）西海岸を中心に多くの大学にダンスを中心とした
文化的活動を行う学生組織がある（木下　2003，
Alejandro 1978 pp.239-240）。

16）スージー・ベニテスとのインタビューとその後の
Eメールによる回答に基づく。彼女によるとフィリピ
ン系アメリカ人たちが夏季休暇の時期などにマニラ
にダンスのトレーニングに来ることもある。

17）一方でこのようなダンスが定着進み，他方で民族
ダンスの復興がはかられるなかで，両者の融合を図
る動きも出てくる。例えば民族ダンスのテーマやモ
チーフ，衣装をバレーに持ちこむといったもの，逆
にアメリカスタイルのダンスやステップを民族ダン
スに持ちこむものをあげることができる（Tiongson
1994: pp.25-26 and 57）。

18）独立準備政府は1946年のアメリカからの完全独立
にむけて1934年に設置され，アメリカ側に残された
国防や外交などの権限を除く大部分の内政を担当し
た。

－74－

言語文化研究15巻４号



19）近年発見されたラグナ銅板銘文などで示唆されて
いるところによれば，スペイン到着以前においても，
慣習法に基づいて機能していた行政組織が存在した。
またフィリピン内の主要河川ぞいに点在する交易セ
ンターが水上交通によって結ばれ，更にそれは海上
の交通網と結ばれていた。中国や東南アジア各地の
商人らがこのルートを利用して活動した結果，フィ
リピンは常に，東南アジアの海上交易・交通網の重
要な拠点であった（ポストマ　1994）。

20）この他，華僑・華人の存在による中国やスペイン
の植民地支配のなかで結び付きのあったメキシコな
どの影響も見られる。

21）このダンスはフィリピンの観光資源や経済資源に
海外からの目をひきつけるための宣伝にも使われ，
この面でも「ダンス外交」と呼びうる部分があった
（Gilmore 2000: p.31 and 39, Trimillos 1985）。
22）スペイン植民地支配以前の輝かしい過去，豊かな
文化の存在は，フィリピン独立革命で重要な役割を
果たしたホセ・リサールや秘密結社カプティナンの
歴史解釈においても重要な位置を占めている（池端
1994：315－320ページ）。

23）また民族ダンスをもとに現代的な振付を模索する
など，フィリピンにおけるダンスの発展に多大な貢
献をしたスルー出身のモスリムのレノア・オロサ・
ゴキンコにもダンスにおけるナショナル・アーティ
ストの称号が与えられている。

24）このビデオCDは2002年出版のもので，ダンスの習
得の一助となることを主な目的として作られたもの
である。

25）例えば1979年のフィリピン・フォーク・ダンス・
ソサエティのワークショップにおける基調講演にお
いても，こうした問題が取り上げられている。この
講演では，本稿で引用したものと類似したレイエ
ス・アキノの言葉を用いて西洋を起源とするダンス
をフィリピン民族ダンスと見なすというレトリック
が依然として用いられている。一方民族ダンスの現
在の変化については，変化そのものを否定しないも
のの，変化したものはフィリピン民族ダンスと呼ぶ
べきでないと主張がなされていた（Belmonte 1979）。

26）フィリピンにおいて教育とナショナリズムとの関
係について論じたものの例としてはDoronila 1989参
照。
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